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第123号平成27年9月15日 県民児協だより

　秦野市の人口は本年3月末
で、約16.3万人で年々若干減少
する中、高齢化は著しく、1.5ポ
イント程度上昇し続け、現在
25.76％となっております。
　当市民児協では、ひとり暮ら
し高齢者、高齢世帯、障がい者
等の方々を対象として、緊急事
態が発生した場合に役立てる
ため、「もしものときの『安心
カード』」の設置を8年程前か
ら取り組んでまいりましたが、
昨年度より地域援護部会で書
式の見直しを行い、より有効
活用ができるよう市消防署（救
急）などと調整をはかり、本年
4月から5月にかけ民生委員児
童委員が登録者を主に、およそ
8千人の家庭を訪問し、カード
の切り替え、あるいは新たな設
置を行いました。
　特に今回は、秦野市でカード
設置の場所を示すシールを印
刷し、ご家庭の目立つところに
貼っていただくことといたしま
した。

　初声地区の研修として、子ど
もの人格と個性を尊重し、豊か
で広い知識・教養を身に着け
自立した社会人として地域生
活が送れるよう支援する目的で
1948年に澤田美喜氏により創
立された児童養護施設エリザベ
ス・サンダース・ホームを視察し
ました。
　大磯駅前の高台約1万坪の敷
地に、2歳から18歳までの子ど
もたちが生活している児童養護
施設、男女共学の小中一貫教育
の聖ステバノ学園と澤田美喜
氏が収集した隠れキリシタン遺
物記念館・礼拝堂などがありま
す。
　子どもたちの自立を願い、生
活習慣・経済面の教育に力を入
れて、退所後のアフターケアに
も取り組まれています。
　また身寄りがない退所者が
利用できる納骨堂を記念館内の
礼拝堂に備えてありました。
　子どもを社会の差別から守り
たい思いと信仰心で、二千人以
上の子どもを社会に送り出して
きた澤田美喜氏の精神が、戦後
70年の今も、めんめんと受け継
がれていることに感銘を受けま
した。

　中井町民児協は、月一回の
定例会、三部会からなる専門部
会、そして地区毎に1～2ヶ月に
一回行う地区会と、3つの活動
があります。
　地区会は、近接した委員相互
が協力し、その地域ならではの
問題や課題等を出しあう話し
合いの場として、大きな役割を
持っています。　
　その中の1つに、3地区会が
定期的に行っている自治会連
合会との連絡会があります。7
月に行われた連絡会では和や
かな雰囲気の中、地域課題の
共有や解決に向けた話し合い
を行いました。日々の見守り
や災害時要援護者の対応等、
各々の自治会と民生委員児童
委員相互の連携・協働による取
り組みの大切さを再認識する
ことができました。
　『たすけあい・ささえあい・
みとめあい』のスローガンの
中、地域の皆さんと一緒に民生
委員活動を進め、充実した支
援活動につなげていきたいと
思っています。

通 信 員 だ よ り

〈もしものときの安心カード〉
改訂への取り組み

エリザベス・サンダース・
　　　　　ホームを訪ねて 　 『地区会』活動

通信員　原　逸夫 通信員　飯塚　廣子 通信員　大原　すずか

も
し
も
の
と
き
の
『
安
心
カ
ー
ド
』

自治会連合会との連絡会の様子

澤田美喜記念館（月曜休館、入館料一般500円）

秦　 野　 市 三　浦　市 中　 井　 町

　南足柄市民児協では、就学前の子どもと親が
1日楽しく過ごせる「なかよしフェスタ」を平成22年度
から開催しています。会場では民生委員・児童委員
が、お揃いの赤いエプロンと自治会名の入った名札
をつけ、身近な地域の相談相手として、民生委員・
児童委員の存在を若い世代の方などにも知ってい
ただくようＰＲしています。

◆特集　民生委員児童委員を知ってもらいたい！
 　　　　　　　　　～「民生委員・児童委員の日」活動強化週間をふりかえって～
●活動研究レポート『地域の子どもは、地域で育てていこう』を合い言葉に（茅ヶ崎市鶴嶺東地区民児恊）
●解説 介護保険制度改正のポイント　●ＮＥＷ＆インフォメーション 騙されないで危ない投資勧誘

　今年は6月6日に開催し、ほのぼのふれあいコー
ナー、あそびのコーナー（あそんでみよう、つくって
みよう）・けんこうコーナー・子育て情報コーナー、
人形劇やおはなし会・親子体操・歌とお話デュオ等
が行われ、600人を超える参加がありました。毎年楽
しみにしている親子も増え、定着しつつある行事に
なっています。

（南足柄市民生委員児童委員協議会）

●発行日／平成27年9月15日　●発行人／会長　浅野 朝子　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 5045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/
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啓
発
グ
ッ
ズ
を
渡
せ
な
か
っ
た
住
民
に

「
民
生
委
員
」
の
存
在
に
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　　

市
町
庁
舎
や
公
民
館
等
の
公
共
施
設

に
民
生
委
員
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

や
掲
示
板
、
写
真
等
を
展
示
し
、
担
当

委
員
や
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
通
り
す
が
り
の
人
が

立
ち
止
ま
っ
て
目
に
と
め
る
、
ア
イ
デ

ィ
ア
を
凝
ら
し
た
展
示
で
す
。
地
図
と

顔
写
真
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
主
任
児

童
委
員
の
紹
介
等
、
手
作
り
な
ら
で
は

の
展
示
内
容
が
目
を
引
き
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
パ
ネ
ル
等
は
、
活
動
強

化
週
間
後
も
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
、

　

民
生
委
員
活
動
を
、
ま
ず
、
住
民
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
啓
発
グ
ッ

ズ
（
民
生
委
員
活
動
を
紹
介
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

等
）
を
街
頭
で
配
布
し
ま
し
た
。　

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
駅
前
や
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
等
の
人
通
り
の
多
い
場
所
を

使
い
、
民
生
委
員
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
で
す
。
普
段
は
接
点
の
な
い
住

民
た
ち
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
際
に
、
民

生
委
員
と
名
称
が
入
っ
た
の
ぼ
り
旗

を
立
て
た
り
、
お
揃
い
の
ジ
ャ
ン
バ

ー
や
エ
プ
ロ
ン
等
を
着
用
す
る
こ
と
で
、

年
間
を
通
じ
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
展
示
と
併
せ
て
、
ふ
れ
あ
い
談

話
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
（
海
老
名
市
）
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
（
綾
瀬
市
）
等
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
よ
り
内
容
の
充

実
を
図
る
工
夫
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

行
政
や
社
協
等
が
発
行
す
る
広
報
紙

や
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
い
、
不

特
定
多
数
の
方
に
向
け
て
、
民
生
委
員

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
の
多
数
の
人
た
ち
が
見
る
可
能
性
が
あ

る
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
こ
と
で
す
。
お

金
を
か
け
な
く
て
も
、
協
力
を
働
き
か
け

る
こ
と
で
、
行
政
や
社
協
等
と
一
緒
に
、

番
号
を
騙
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

業
者
が
伝
え
る
電
話
番
号
に
確
認
し
た

ら
必
ず
「
本
物
」
と
答
え
ま
す
。
安
易

に
か
け
な
お
す
こ
と
な
く
、
財
務
局
に

確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
自
分
で
調
べ

た
番
号
に
か
け
て
く
だ
さ
い
。

お
か
し
い
な
？
と
思
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
活
動
を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
述
の
パ
ネ
ル
展
当
日
に
、

取
材
を
受
け
て
タ
ウ
ン
紙
に
も
取
り
上

げ
て
も
ら
っ
た
（
大
和
市
）
、
市
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
で
取
材
さ
れ
た

番
組
「
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
役
」
を

会
場
で
放
映
し
た
（
海
老
名
市
）
等
、

多
様
な
広
報
媒
体
を
活
用
さ
れ
た
地
域

も
あ
り
ま
し
た
。

　

日
々
の
民
生
委
員
活
動
に
基
づ
き
、

そ
の
基
盤
強
化
＋
（
プ
ラ
ス
）
Ｐ
Ｒ
活

動
を
活
動
週
間
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
、

高
齢
者
世
帯
等
の
要
援
護
者
宅
へ
の
個

別
訪
問
や
自
治
会
へ
の
挨
拶
ま
わ
り
、

施
設
・
学
校
訪
問
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た

ち
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
「
何
」
を
「
誰
」
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
か
を
絞
り
、
実
施

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
後
の
民
生
委
員

活
動
に
活
用
で
き
る
情
報
収
集
や
、
地

域
の
キ
ー
マ
ン
と
な
る
人
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
活
動
強
化
週
間
に
あ
わ
せ

て
、
区
域
内
の
自
治
会
長
、
地
区
社
協

会
長
等
へ
の
挨
拶
ま
わ
り
を
行
っ
た

（
座
間
市
）
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
宅

の
訪
問
し
、
民
児
協
で
作
成
し
た
緊
急

用
連
絡
先
等
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

（
大
磯
町
）
、
全
避
難
行
動
要
支
援
者

　

本
年
６
月
に
神
奈
川
県
地
域
福
祉
課

に
配
属
と
な
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
担
当
と
な
っ
た
こ
と
で
、
神
奈
川

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
広
報

委
員
会
の
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
に
入
庁
し
て
か
ら
、
福
祉

関
係
の
仕
事
に
携
わ
る
の
は
初
め
て
で

す
が
、
一
つ
一
つ
確
実
に
知
識
や
経
験

を
身
に
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
担
当
と
な
る
ま
で
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
や
、
そ

の
活
動
に
対
す
る
期
待
が
大
き
く
な
る

中
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
知
ら

な
い
人
や
、
若
い
世
代
に
対
し
て
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
内
容
を
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
広

報
」
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
　
山
口
剛
史

特
集 

民
生
委
員
児
童
委
員
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！

　
　
　
　
〜
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
活
動
強
化
週
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
〜

騙
さ
れ
な
い
で
！ 

危
な
い
投
資
勧
誘

街頭キャンペーンにむけて腕章やのぼり
旗を用意（平塚市）

啓発物品を駅前で手渡す様子（茅ヶ崎市）

委員が交替でパネル展に常駐し、市民に
説明（綾瀬市）

役場本庁舎１Ｆロビーに展示コーナーを
設置（愛川町）

インターネットで「あなたの身近な相談
役」を放送（海老名市）

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
紹
介
・
展
示

行
政
等
の
広
報
を
活
用

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
再
構
築

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

突
然
、
怪
し
い
投
資
詐
欺
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
来
た
ら
？

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
到
着
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
必
ず
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

 

「
権
利
を
譲
っ
て
ほ
し
い
」
「
名
義

だ
け
貸
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
お
金
を

支
払
わ
な
い
内
容
だ
か
ら
と
い
っ
て
安

に
頷
く
と
、
別
の
者
か
ら
、「
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
取
引
だ
」「
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ
」

な
ど
、
様
々
な
脅
迫
め
い
た
言
葉
で
金

銭
を
騙
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。
絶
対
に

関
わ
ら
な
い
で
無
視
し
て
く
だ
さ
い
！

い
ろ
ん
な
所
か
ら

怪
し
い
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
が
？

　

電
話
番
号
や
住
所
な
ど
、
悪
質
業
者

の
間
で
出
回
っ
て
い
る
可
能
性
大
で
す
、

犯
人
は
声
を
録
音
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
い

ま
す
。
留
守
番
電
話
を
徹
底
し
て
い
た

だ
く
か
、
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

よ
り
、
不
審
な
電
話
は
取
ら
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
証
券
会
社
か
ら

勧
誘
が
あ
っ
た
が
？

　

実
在
す
る
証
券
会
社
の
名
前
や
登
録

騙
さ
れ
な
い
で
！ 

�
な
い
投
資
勧
誘 

高
齢
者
を
中
心
に
、
未
公
開
株
や
フ
ァ
ン
ド
等
の
詐
欺

的
な
投
資
勧
誘
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
の
方
の
中
に
は
、
人
の
い
う
こ
と
を
疑
わ
ず
簡

単
に
信
用
し
て
し
ま
い
、
騙
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
か
な
い

事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

高
齢
者
の
方
を
狙
う
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
の
被
害
を

防
ぐ
に
は
、
日
常
的
に
接
し
て
い
る
身
近
な
方
々
が
変
化

に
気
づ
き
、
相
談
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

�
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ト
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�
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� 
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イ
ン
サ
イ
ダ
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引
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デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
、
不
審
な
電
話
は
取
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

�
い
た
こ
と
が
あ
る
証
券
会
社
か
ら
勧
誘
が
あ
っ
た
が
� 

 

実
在
す
る
証
券
会
社
の
名
前
や
登
録
番
号
を
騙
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
業
者
が
伝
え
る
電
話
番
号
に
確

認
し
た
ら
必
ず
「
本
物
」
と
答
え
ま
す
。
安
易
に
か
け
な

お
す
こ
と
な
く
、
財
務
局
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
自

分
で
調
べ
た
番
号
に
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

             

                 

お
か
し
い
な
�
と
�
っ
た
ら
、
�
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。 

  

相
談
�
� 

 

財
務
省 

関
東
財
務
局 

証
券
監
督
第
１
課 

 

�
�
８ 

‐ 

�
１
� 

‐ 

�
�
�
� 

財
務
省 

関
東
財
務
局 

 

横
浜
財
務
事
務
所 

理
財
課 

�
�
� 

‐ 

�
８
� 

‐ 

�
�
８
１ 

 勧誘の手口の一例（劇場型） 

騙
さ
れ
な
い
で
！ 

�
な
い
投
資
勧
誘 

高
齢
者
を
中
心
に
、
未
公
開
株
や
フ
ァ
ン
ド
等
の
詐
欺

的
な
投
資
勧
誘
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
の
方
の
中
に
は
、
人
の
い
う
こ
と
を
疑
わ
ず
簡

単
に
信
用
し
て
し
ま
い
、
騙
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
か
な
い

事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

高
齢
者
の
方
を
狙
う
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
の
被
害
を

防
ぐ
に
は
、
日
常
的
に
接
し
て
い
る
身
近
な
方
々
が
変
化

に
気
づ
き
、
相
談
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

�
�
、
�
し
い
投
資
詐
欺
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
�
ら
れ
て
�

た
ら
� 

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
到
着
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
ず
電
話
が
か
か

っ
て
き
ま
す
。 

 

「
権
利
を
譲
っ
て
ほ
し
い
」
「
名
義
だ
け
貸
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
お
金
を
支
払
わ
な
い
内
容
だ
か
ら
と
い
っ
て
安 

に
頷
く
と
、
別
の
者
か
ら
、
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
だ
」 

          

「
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ
」
な
ど
、
様
々
な
脅
迫
め
い
た
言

葉
で
金
銭
を
騙
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。
絶
対
に
関
わ
ら

な
い
で
無
視
し
て
く
だ
さ
い
！ 

 

い
ろ
�
な
所
か
ら
�
し
い
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
が
� 

 

電
話
番
号
や
住
所
な
ど
、
悪
質
業
者
の
間
で
出
回
っ
て

い
る
可
能
性
大
で
す
、
犯
人
は
声
を
録
音
さ
れ
る
こ
と

を
嫌
い
ま
す
。
留
守
番
電
話
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
か
、

ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
よ
り
、
不
審
な
電
話
は
取
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

�
い
た
こ
と
が
あ
る
証
券
会
社
か
ら
勧
誘
が
あ
っ
た
が
� 

 

実
在
す
る
証
券
会
社
の
名
前
や
登
録
番
号
を
騙
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
業
者
が
伝
え
る
電
話
番
号
に
確

認
し
た
ら
必
ず
「
本
物
」
と
答
え
ま
す
。
安
易
に
か
け
な

お
す
こ
と
な
く
、
財
務
局
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
自

分
で
調
べ
た
番
号
に
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

             

                 

お
か
し
い
な
�
と
�
っ
た
ら
、
�
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
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談
�
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�
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� 
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 勧誘の手口の一例（劇場型） 

財務省 関東財務局
証券監督第1課　
☎048-613-3952
財務省 関東財務局 
横浜財務事務所　理財課
☎045-285-0981

相 談 窓 口

編集雑感

　

今
年
も「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」活
動
強
化
週
間
に
あ
わ
せ
て
、各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で「
知
っ
て
も
ら
う
」活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
特
集
で
は
、

各
市
町
村
民
児
協
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、そ
の
実
施
状
況
や
ポ
イ
ン
ト
等
を
報
告
し
ま
す
。

　

高
齢
者
を
中
心
に
、未
公
開
株
や
フ
ァ
ン
ド
等
の
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
の
中
に
は
、人
の
い
う
こ
と
を
疑
わ
ず
簡
単
に
信
用
し
て
し
ま
い
、騙
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
か

な
い
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
を
狙
う
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、日
常
的
に
接
し
て
い
る
身
近
な
方
々
が

変
化
に
気
づ
き
、相
談
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
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市町村 活　動　内　容 市町村 活　動　内　容

横須賀市

横須賀市民生委員児童委員大会を 5／22（金）に開催。市内委
員が一同に会し、関係行政機関を中心に、地域の関係団体・関係
者や委員相互の連携強化を図ることを目的として実施。第1部は
式典、第 2 部は講演。

座間市
各地区区域内の自治会長、地区社協会長等への挨拶まわり。地
区民児協広報紙の作成、支援者名簿の整理、区域内世帯数の確認。
（一部民児協のみ）

平塚市
街頭キャンペーンを 5／12（火）に実施。リーフレットを入れた
ポケットティッシュ1500 個を配付。この日にあわせて作成した
のぼり旗をもち、腕章を着けて民児協の周知につとめた。

綾瀬市

5／12 ～18 の間、市役所1階市民ホールでパネル展を開
催。委員が来場者に説明を行い、アンケートを実施（117名回
答）。また、市広報でのＰＲの他、今年はパネル展の開催を市内
129ヶ所に設置された自治会広報用掲示板にて周知した

鎌倉市 『広報かまくら』5月1日号に、民生委員児童委員の活動について掲載。 愛川町
5／12～18 の間、役場本庁舎1階ロビーに展示コーナーを設
置し、民生委員児童委員と主任児童委員の活動を紹介。啓発関
係資料・パンフレット等の設置。

藤沢市
街頭キャンペーンを 5／10日（日）に実施。3 駅で 6000 個の
リーフレット入りのポケットティッシュを計119 名の委員が配布。
子育て世帯には主任児童委員リーフレットをあわせて配布。

葉山町「広報はやま」5月号に民生委員児童委員の日に関する記事を掲載。

小田原市 各地区の民生委員の連絡先などを掲載したチラシ作成し、回覧し
たほか、委員の訪問活動時に配布。（希望地区のみ） 寒川町

5／12～18 の間、寒川町役場正面玄関入口に各地区民児協の
のぼり旗を立てＰＲを行った。75歳以上の高齢者宅を訪問し、
緊急用の連絡先等を記載したリーフレットを配布した。

茅ヶ崎市 街頭キャンペーンを 5／15（金）に実施。啓発用グッズ（リーフレッ
トを入れたポケットティッシュ）を2000 個配布した。 大磯町

各委員が 75歳以上の高齢者宅を訪問し、民児協で作成した緊
急連絡先を記載したリーフレットを配布した。また、大磯町役場
1階ロビーにパネル展示（委員紹介、活動内容等）を行った。

逗子市 活動強化週間にあわせて、自治会・町内会等にパンフレット、Ｐ
Ｒカードを配付して、民生委員児童委員活動の周知を行った。 二宮町

小学1年生の下校に付添い、見守りを実施。「未来につなげよう
民生委員意見交換会」と題し、地区別に分かれ今後の二宮町の
民生委員のあり方について意見交換を行った。

秦野市

5／8 ～14 の間、本町公民館にて委員の活動写真等の掲示を
実施し、資料・パンフレットの配布を委員 25 名で行った。また、
5／14 にイオン秦野店の協力のもと、店舗前で街頭キャンペー
ンを実施。

中井町 担当地区ごとに啓発用グッズ（PRカードを入れたポケットティッ
シュ）を配布して、民生委員活動の周知をはかった。

厚木市
各地区民児協で訪問活動の強化。ＰＲカードを配布。地区広報紙
に民生委員の周知記事の掲載のほか、市広報にも民生委員の日に
関する記事を掲載。

松田町

定例会で地域部会毎に、ＫＪ法（＊）を用いて、民生委員児童委
員として抱えている問題点をテーマにグループワークを実施。各
地区の行事等に参加しＰＲした他、児童の登下校時の安全パト
ロールを実施、危険個所等の要望を伝えた。

大和市

5／9、10 開催の市民まつりで市民児協名入り消せるボールペ
ンとパンフレット2000 組を配布。5／12～18まで市本庁舎
でパネル展示を実施、委員が来場者の質問に対応。市広報でパネ
ル展を案内した他、ＦＭやまとやタウン紙で紹介された。

山北町
担当地区ごとに委員がＰＲカードや啓発紙を区域内の全戸に配布
しながら、世帯調査をあわせて行い、昼間独居老人や介護認定
等の要援護者の把握につとめた。

伊勢原市 特にイベントは行わないが、本来の活動である見守りを重視し、
活動強化週間中に各委員が把握している全家庭を訪問している。 開成町

各自治会組長会議等への出席の際にパンフレット配布し、民児協
活動をＰＲ。町のホームページに民生委員児童委員の活動内容や
名簿を掲載し、住民への周知を図った。

海老名市

5／ 18～22の間、市役所エントランスホールに　てパネル展示
を開催。会場に相談コーナーとふれあい談話コーナーを設置し、啓
発グッズを配布。市のインターネット放送局で「あなたの身近な相
談役」放映された他、市広報等でＰＲした。

湯河原町 強化週間にあわせて、各委員が担当区域内の避難行動要支援者
宅をすべて訪問し、再調査を行った。

宅
を
訪
問
、
再
調
査
を
行
っ
た
（
湯
河

原
町
）
等
、
個
々
の
目
的
に
応
じ
、
具

体
的
な
方
法
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
児
協
の
定
例
会
等
の
機
会
に
、
日

頃
の
活
動
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
機

会
を
設
け
る
等
、
委
員
同
士
の
研
修
会

や
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
同
じ
民
児
協
の
な
か

で
共
通
理
解
を
深
め
た
い
内
容
を
研
修

の
課
題
に
お
く
こ
と
で
す
。
自
分
た
ち
の

活
動
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

「
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
抱
え

て
い
る
問
題
点
」
を
テ
ー
マ
に
Ｋ
Ｊ
法

に
よ
り
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た

（
松
田
町
）
等
、
課
題
の
共
有
化
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
研
修
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

活
動
強
化
週
間
の
取
り
組
み
は
、

「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」
「
予
算
が

な
い
」
等
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
新
た

な
発
想
や
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
、
と
い
う

思
い
か
ら
本
特
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
、
本
会
で
は
民
生
委
員

制
度
創
設
100
年
に
む
け
た
取
り
組
み
を

考
え
る
実
行
委
員
会
の
準
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
市
町
村
、
関
係
機
関
等
と

「
100
周
年
」
を
重
層
的
に
発
信
す
る
こ

と
が
民
生
委
員
活
動
の
一
層
の
発
展
の

た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

部
屋
代
が
１
日
あ
た
り
２
千
円
と
す
れ

ば
１
ヶ
月
で
10
万
２
千
円
で
す
。
こ
れ

に
２
割
負
担
の
利
用
料
を
加
え
る
と

１
５
万
円
く
ら
い
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
で
も
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
該
当

し
ま
す
。

相
談
さ
れ
た
際
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

　

と
に
か
く
民
生
委
員
は
抱
え
込
ま

な
い
、
費
用
の
相
談
も
勿
論
で
す
が
、

「
あ
の
人
、
大
丈
夫
か
し
ら
？
」
と
不

安
が
あ
る
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、

一
人
で
問
題
を
抱
え
込
ま
ず
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
専
門
職
に
つ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

専
門
職
を
活
用
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

民
生
委
員
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
地
域

ケ
ア
会
議
の
開
催
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
民
生
委
員
が
メ
ン
バ
ー
に
入
っ

て
い
る
地
域
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

消
極
的
な
地
域
は
「
も
っ
と
開
催
し
て

く
だ
さ
い
！
」
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
ケ
ア
会
議
の
目
的
は
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で
す
。
困
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
等
を
検
討
す
れ
ば
、
具
体

的
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
す
。
会
議

を
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

専
門
家
ば
か
り
で
発
言
し
に
く
い
…

と
い
う
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

遠
慮
せ
ず
に
質
問
し
て
く
だ
さ
い
。
民

生
委
員
を
知
ら
な
い
専
門
職
も
沢
山
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て
伝

え
、
相
互
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

取り組んだ
80％

取り組ま
なかった
20％

改正のポイント

      介護保険
改正のポイント

　高齢者や家族からの相談等
を受ける民生委員にとって、今
回の改正で注目しておく点に
ついて、「居宅支援事業所サ
ポートあやせ」の梅田滋さん
にポイントを伺いました。

な
ぜ
改
正
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

　

介
護
保
険
制
度
は
、
３
年
毎
に
制
度

改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
を
背
景
に
、
介
護
保

険
給
付
の
急
増
が
見
込
ま
れ
、
で
き
る

だ
け
給
付
者
の
増
加
を
抑
え
、
要
介
護

度
を
あ
げ
な
い
、
所
得
格
差
の
不
公
平

を
是
正
す
る
意
味
合
い
が
強
い
改
正
と

な
り
ま
し
た
。

利
用
者
か
ら
見
た
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
？

　

住
民
か
ら
相
談
を
受
け
る
民
生
委
員

の
方
に
と
っ
て
、
注
目
し
て
お
き
た
い

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
５
つ
で
す
。
（
表
）

　

今
回
の
改
正
の
目
玉
は
、
団
塊
の
世

代
が
75
歳
に
な
る
二
〇
二
五
年
を
目
標

に
、
医
療
と
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
、
見
守
り
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
元
的
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
行
う
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
。

　

中
で
も
今
後
、
増
加
す
る
認
知
症
高

齢
者
等
の
生
活
を
地
域
で
支
え
る
た
め
、

地
域
の
自
主
性
や
自
発
性
に
基
づ
き
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
地
域
包
括
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
負
担
増
は
ど
れ
く
ら
い
？

　

こ
れ
ま
で
利
用
者
負
担
は
原
則
１
割

で
し
た
が
、
合
計
所
得
１
６
０
万
円
以

上
（
単
身
で
年
金
収
入
の
み
の
場
合

２
８
０
万
円
以
上
）
の
場
合
は
２
割
に

上
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
役
な
み
所
得

相
当
の
人
と
み
な
さ
れ
る
人
で
男
性
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

但
し
、
月
額
上
限
が
あ
り
、
月
額

４
万
４
千
円
以
上
の
場
合
、
差
額
分
は

戻
っ
て
き
ま
す
。

他
に
影
響
が
大
き
い
こ
と
は
？

　

２
割
負
担
よ
り
影
響
が
大
き
い
の
は
、

施
設
入
居
者
の
食
費
・
部
屋
代
補
助
の

縮
小
だ
と
思
い
ま
す
。

　

施
設
入
居
者
が
一
定
額
以
上
（
単
身

で
１
千
万
、
夫
婦
世
帯
で
２
千
万
円
）

の
資
産
保
有
者
の
場
合
、
食
費
・
部
屋

代
の
補
助
給
付
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
低
所
得
の
人
を
除
き
、
食
費
・

部
屋
代
は
利
用
施
設
と
の
契
約
で
す
。

例
え
ば
食
費
が
１
日
あ
た
り
千
４
百
円
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
研
修
の
機
会

　今回、残念ながら紙面の都合で紹介できなかった地域でも、様々な取組みが行われています。
各市町村民児協事務局より回答いただいたアンケート結果を一部加工してご紹介します。

解 説

平成27年度
「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」

取り組み状況

＊KJ法：意見をカードに記述し、カードをグループごとに整序し、問題解決に結びつけていく方法

①地域包括ケアシステムの構築
　  高齢者が住み慣れた地域で生活を継続
できるように、介護、医療、生活支援、
介護予防等のサービスを充実。

② 特養への新規入居を原則「介護度３」以上に
　  　必要性が高い人優先で入居できるよう
に。但し、現在の入居者は退去の必要なし。

③ 全国一律の「予防給付」を市町村の
　地域支援事業へ移行し、多様化
　 　従来の通所介護、訪問介護のうち、要
支援者むけの「予防給付」が市町村事業
へ移管。
　 　地域の裁量でＮＰＯやボランティア等
へ生活支援サービスは委託も可能に。
④保険料負担の公平化
　 　低所得者の保険料軽減は強化、所得
や資産のある利用者の負担は１割から２
割へ
⑤施設入居者の食費・部屋代補助を縮小
　 　一定額以上の資産保有者には食費・
部屋代の補助給付が廃止。ショートステ
イ含む。
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【活動の素晴らしさ】
　今年度から「子ども子育て支援法」が施行され、さらに
子育て支援が充実しました。子育てひろばは、アクション
プラン（＊）以降、10年以上が経ち、その活動の充実ぶり
が見られ嬉しく思います。
　今回、茅ヶ崎市鶴嶺東地区民児協の活動を拝見して
素晴らしいと思いました。
　第一に母親が「ホッとできる場」になっていることです。
ホッとできる時間をもって帰宅した母親たちは少しイライラ
し始めてきた心を「優しさ」に満ちた心に戻し、子どもにや
さしい笑顔を向け、子どもの心も幸せにするでしょう。
　第二には保育所と連携しながら進めておられることで
す。保育所は児童福祉施設であり、地域の子育て拠点
です。また専門職である保育士もおり、遊具などもそろっ
ています。保育現場を見ることもできます。そのような場と
の連携は素晴らしいことで今後の広がりを期待します。
　第三には、継続的に広報活動に力を入れておられる
ことです。広報活動はそれだけで地域の方 を々勇気づけ
ると思います。それはきっと民生委員の役割の「何かあれ
ば、いつでも相談できる人がいる」につながっていくことで
しょう。

【育児不安から　児童虐待をくい止める】　
　何事でも「課題」を見つけることで良い発展をする
ものです。スイートピーでも新たな課題を見つけられる
とよいでしょう。民生委員法は社会福祉関連法に位置
づきます。「生活の困難を抱えている人への温かく、適
切な支援の手を差し伸べること」にあります。その意味
で「児童虐待につながりそうな母親への3か月前の支
援」が重要です。「虐待」の前には必ず何らかの兆しが
あります。
　その日の来室者の中に「気になる人」を見つけたら、
事例検討をする中で話し合うことができるでしょう。そ
の準備の学習会をもたれることもよいでしょう。
　「参加人数が多いこと」に関心が行き過ぎると、本
当に支援が必要な母親が「気軽に来られる」場づくり
も支障が生じます。又、支援者も気持ちの集中ができ
なくなると思います。毎回の母親の中にどのような人が
おられたか話し合うのが第一歩かも知れません。
　大いに期待しています。

『
子
育
て
ひ
ろ
ば
・
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
』

　

茅
ヶ
崎
市
鶴
嶺
東
地
区
民
児
協
（
以

下
、
地
区
民
児
協
）
は
、
平
成
22
年
よ

り
未
就
園
児
を
対
象
に
、
毎
月
第
４
火

曜
日
（
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
）
、
西

久
保
保
育
園
（
以
下
、
保
育
園
）
の
多

目
的
室
で
、
『
子
育
て
ひ
ろ
ば
・
ス
イ

ー
ト
ピ
ー
』
（
以
下
、
ス
イ
ー
ト
ピ

ー
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

「
核
家
族
化
が
進
み
、
子
育
て
に
不

安
を
覚
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
若
い

母
親
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
を
孤
立
さ
せ
な
い

た
め
に
、
こ
の
場
所
（
多
目
的
室
）
を

生
か
せ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
、
当
時

の
園
長
先
生
よ
り
お
話
を
頂
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」
（
木
下

地
区
民
児
協
会
長
）

　

そ
こ
で
児
童
福
祉
部
会
で
打
合
せ
を

重
ね
、
さ
ら
に
か
か
わ
る
人
が
代
わ
っ

て
も
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
運
営
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
園
側
と
お
互
い

の
約
束
事
、
決
め
事
な
ど
を
話
し
合
い
、

そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
覚
え
書
き
を
取

り
交
わ
し
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
は
誕
生
し

ま
し
た
。

開
設
当
初
は
苦
労
も
…

　

当
初
は
一
組
も
親
子
が
来
な
い
日
も

あ
り
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

参
加
者
は
増
え
、
今
で
は
毎
回
の
よ
う

に
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
事
故
や
ケ
ガ
も
な
く
、
Ｏ

１
５
７
が
は
や
っ
た
時
に
は
手
洗
い
を

徹
底
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
実
を
結

び
、
『
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
は
安
全
で
安

心
』
と
い
う
声
が
自
然
に
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
垣
根
を
外
し
て
、
活

動
の
間
口
を
開
い
て
い
る
の
で
、
今
で

は
離
れ
た
地
域
の
親
子
も
利
用
し
て
い

ま
す
。 

継
続
に
は
Ｐ
Ｒ
活
動
が
欠
か
せ
な
い

　

も
ち
ろ
ん
、
活
動
の
継
続
に
Ｐ
Ｒ
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
日
々
育
ち
、

巣
立
ち
、
入
れ
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

参
加
す
る
親
子
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

は
楽
し
み
で
あ
り
、
や
り
が
い
で
も
あ

り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
部
会
お
手
製
の
ス
イ
ー
ト

ピ
ー
の
チ
ラ
シ
は
毎
年
改
良
を
加
え
、

配
布
方
法
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。

　

行
政
の
関
連
窓
口
へ
の
常
置
、
地
区

内
全
自
治
会
で
の
回
覧
、
掲
示
板
の
活

用
な
ど
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
や
子
ど
も
施
設
へ
の

掲
示
、
保
育
園
の
園
庭
開
放
日
で
の
配

布
、
主
任
児
童
委
員
の
「
こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
の
際
の
手
渡
し
Ｐ
Ｒ

も
行
っ
て
い
ま
す
。

『
お
母
さ
ん
ひ
ろ
ば
』
と
し
て
の
役
割

 　

子
ど
も
は
思
い
思
い
の
遊
具
で
遊
び
、

当
番
の
委
員
は
子
育
て
の
先
輩
と
し
て
見

守
り
つ
つ
、
親
子
と
自
然
に
接
し
ま
す
。

　

利
用
す
る
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
わ
ず

か
な
時
間
で
も
お
し
ゃ
べ
り
し
、
情
報

交
換
が
で
き
る
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
は
、
ホ

ッ
と
で
き
る
肩
の
こ
ら
な
い
場
所
だ
と

言
い
ま
す
。
「
本
来
は
子
ど
も
の
ひ
ろ

ば
で
す
が
、
お
母
さ
ん
の
ひ
ろ
ば
で
も

あ
る
」
と
言
う
の
は
、
児
童
福
祉
部
会

長
の
藤
崎
さ
ん
。

『
た
と
え
３
分
で
も
５
分
で
も
、
ホ
っ

と
し
た
時
間
を
持
て
る
の
が
い
い
』
と

い
う
お
母
さ
ん
た
ち
の
会
話
を
聞
き
、

何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る

　

ま
た
、
あ
る
母
親
は
同
じ
年
齢
の
子

ど
も
が
近
所
に
い
な
い
の
で
、
子
ど
も

同
士
で
遊
ば
せ
た
い
と
い
う
目
的
で
ス

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

 

茅
ヶ
崎
市
鶴
嶺
東
地
区 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

「
地
域
の
子
ど
も
は
、地
域
で
育
て
て
い
こ
う
」を
合
い
言
葉
に

市町村民児協発
活動研究レポート

№35
　

地
域
の
子
ど
も
は
、地
域
で
育
て
る
と
い
う
思
い
で
始
め
た『
子
育
て
ひ
ろ
ば・ス
イ
ー
ト
ピ
ー
』は
、茅
ヶ
崎
市
鶴
嶺
東
地
区
民
児
協
・
児
童
福
祉
部
会
が
中

心
と
な
り
、地
区
民
児
協
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。回
を
重
ね
る
ご
と
に
、地
域
に
根
づ
い
て
き
た
同
活
動
に
つ
い
て
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ー
ト
ピ
ー
に
来
て

い
ま
し
た
。

　

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
で
、

い
つ
も
若
い
お
母
さ

ん
た
ち
に
寄
り
添
っ

て
お
話
を
聞
い
て
い

る
、
主
任
児
童
委
員

の
高
橋
さ
ん
と
村
上

さ
ん
は
、
「
泣
い
て

ば
か
り
だ
っ
た
子
が
、
い
つ
の
間
に
か
周

囲
の
子
へ
の
気
配
り
や
共
感
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
子
ど
も
の
成
長
を
一
緒
に
感

じ
、
そ
の
姿
に
感
動
す
る
」
と
口
を
そ
ろ

え
て
活
動
の
魅
力
を
語
っ
て
い
ま
す
。

児
童
委
員
が
運
営
す
る
意
味
と
は

　

児
童
委
員
が
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
を
運
営

す
る
こ
と
の
強
み
を
「
何
か
あ
っ
た
時
、

相
談
相
手
に
な
れ
る
こ
と
」
と
木
下
会

長
は
言
い
ま
す
。

　

さ
り
気
な
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
『
何

か
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
人

が
い
る
』
、
そ
ん
な
緩
や
か
な
支
援
が
、

子
育
て
へ
の
不
安
を
和
ま
せ
、
お
母
さ

ん
た
ち
の
表
情
を
優
し
く
し
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
下
会
長
の
「
お
母
さ
ん
の

笑
顔
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
何
よ
り
嬉

し
く
、
安
心
す
る
も
の
。
微
笑
ま
し
い

親
子
の
姿
は
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
、
活
性
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
お

話
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

保
育
園
の
全
面
協
力
を
い
た
だ
い
て

　

活
動
場
所
の
多
目
的
室
は
、
保
育
園

と
つ
な
が
る
別
棟
の
１
階
に
あ
り
ま
す
。

 

「
場
所
の
無
償
提
供
、
遊
具
や
マ
ッ

ト
、
絵
本
の
ご
提
供
な
ど
、
全
面
的
な

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
（
木

下
会
長
）

　

ま
た
、
時
折
、
園
長
や
地
域
担
当
の

先
生
が
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
に
顔
を
出
さ

れ
、
不
安
が
あ
る
様
子
の
親
子
に
、
さ

り
気
な
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
、
こ
れ
は
参
加
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
も
心
強
い
支
え
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

取
材
を
終
え
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
親
子
と
出
会
い
、
活
動

を
広
げ
て
い
く
中
で
、
「
子
育
て
の
不

安
や
心
配
な
ど
で
、
一
人
悩
ん
で
い
る

人
を
見
逃
さ
な
い
」
と
い
う
児
童
委
員

の
役
割
、
使
命
を
見
失
わ
ず
、
地
域
の

関
係
者
の
方
々
と
一

緒
に
子
ど
も
の
成
長

を
見
守
っ
て
い
る
地

区
民
児
協
の
皆
さ
ん

の
姿
に
、
学
ぶ
こ
と

の
多
い
取
材
で
し
た
。

広
報
委
員
〈
石
坂
和
香
、

菅
谷
美
千
江
〉

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
チ
ラ
シ
。

開
設
当
初（
上
）と
最
新
版

（
下
）。目
を
引
く
写
真
や

案
内
図
を
入
れ
た
レ
イ
ア

ウ
ト
に
。

「県民児協だより」では、地域の活動事例等を紹介する寄稿や、取材依頼などを募集していますので、ぜひ情報をお寄せください。

＊ アクションプラン：全民児連では地域住民とともに具体的な子育て支援活動の展開をめざして、平成16年度に「全国児童委員活動強化推進方策　第2次アクション
プラン」を示し、その具体的なメニューのひとつに子育てサロン（ひろば、つどいの広場）を取り上げています。

元東京都市大学教授
山岸 道子さん

 

 

写真右上：多目的室の外観
写真右下：手作りの看板
写真左上： 子どもの成長を写真に。プレゼントし

ています。
写真左下： 受付名簿。参加者は名前、住所を記

入します。

スイートピーの様子。壁面に帰りの際
にプレゼントする写真が飾られている

地区会長、児童福祉部会のメンバーと取材の広報委員
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【活動の素晴らしさ】
　今年度から「子ども子育て支援法」が施行され、さらに
子育て支援が充実しました。子育てひろばは、アクション
プラン（＊）以降、10年以上が経ち、その活動の充実ぶり
が見られ嬉しく思います。
　今回、茅ヶ崎市鶴嶺東地区民児協の活動を拝見して
素晴らしいと思いました。
　第一に母親が「ホッとできる場」になっていることです。
ホッとできる時間をもって帰宅した母親たちは少しイライラ
し始めてきた心を「優しさ」に満ちた心に戻し、子どもにや
さしい笑顔を向け、子どもの心も幸せにするでしょう。
　第二には保育所と連携しながら進めておられることで
す。保育所は児童福祉施設であり、地域の子育て拠点
です。また専門職である保育士もおり、遊具などもそろっ
ています。保育現場を見ることもできます。そのような場と
の連携は素晴らしいことで今後の広がりを期待します。
　第三には、継続的に広報活動に力を入れておられる
ことです。広報活動はそれだけで地域の方 を々勇気づけ
ると思います。それはきっと民生委員の役割の「何かあれ
ば、いつでも相談できる人がいる」につながっていくことで
しょう。

【育児不安から　児童虐待をくい止める】　
　何事でも「課題」を見つけることで良い発展をする
ものです。スイートピーでも新たな課題を見つけられる
とよいでしょう。民生委員法は社会福祉関連法に位置
づきます。「生活の困難を抱えている人への温かく、適
切な支援の手を差し伸べること」にあります。その意味
で「児童虐待につながりそうな母親への3か月前の支
援」が重要です。「虐待」の前には必ず何らかの兆しが
あります。
　その日の来室者の中に「気になる人」を見つけたら、
事例検討をする中で話し合うことができるでしょう。そ
の準備の学習会をもたれることもよいでしょう。
　「参加人数が多いこと」に関心が行き過ぎると、本
当に支援が必要な母親が「気軽に来られる」場づくり
も支障が生じます。又、支援者も気持ちの集中ができ
なくなると思います。毎回の母親の中にどのような人が
おられたか話し合うのが第一歩かも知れません。
　大いに期待しています。

『
子
育
て
ひ
ろ
ば
・
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
』

　

茅
ヶ
崎
市
鶴
嶺
東
地
区
民
児
協
（
以

下
、
地
区
民
児
協
）
は
、
平
成
22
年
よ

り
未
就
園
児
を
対
象
に
、
毎
月
第
４
火

曜
日
（
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
）
、
西

久
保
保
育
園
（
以
下
、
保
育
園
）
の
多

目
的
室
で
、
『
子
育
て
ひ
ろ
ば
・
ス
イ

ー
ト
ピ
ー
』
（
以
下
、
ス
イ
ー
ト
ピ

ー
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

「
核
家
族
化
が
進
み
、
子
育
て
に
不

安
を
覚
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
若
い

母
親
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
を
孤
立
さ
せ
な
い

た
め
に
、
こ
の
場
所
（
多
目
的
室
）
を

生
か
せ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
、
当
時

の
園
長
先
生
よ
り
お
話
を
頂
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」
（
木
下

地
区
民
児
協
会
長
）

　

そ
こ
で
児
童
福
祉
部
会
で
打
合
せ
を

重
ね
、
さ
ら
に
か
か
わ
る
人
が
代
わ
っ

て
も
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
運
営
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
園
側
と
お
互
い

の
約
束
事
、
決
め
事
な
ど
を
話
し
合
い
、

そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
覚
え
書
き
を
取

り
交
わ
し
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
は
誕
生
し

ま
し
た
。

開
設
当
初
は
苦
労
も
…

　

当
初
は
一
組
も
親
子
が
来
な
い
日
も

あ
り
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

参
加
者
は
増
え
、
今
で
は
毎
回
の
よ
う

に
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
事
故
や
ケ
ガ
も
な
く
、
Ｏ

１
５
７
が
は
や
っ
た
時
に
は
手
洗
い
を

徹
底
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
実
を
結

び
、
『
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
は
安
全
で
安

心
』
と
い
う
声
が
自
然
に
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
垣
根
を
外
し
て
、
活

動
の
間
口
を
開
い
て
い
る
の
で
、
今
で

は
離
れ
た
地
域
の
親
子
も
利
用
し
て
い

ま
す
。 

継
続
に
は
Ｐ
Ｒ
活
動
が
欠
か
せ
な
い

　

も
ち
ろ
ん
、
活
動
の
継
続
に
Ｐ
Ｒ
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
日
々
育
ち
、

巣
立
ち
、
入
れ
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

参
加
す
る
親
子
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

は
楽
し
み
で
あ
り
、
や
り
が
い
で
も
あ

り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
部
会
お
手
製
の
ス
イ
ー
ト

ピ
ー
の
チ
ラ
シ
は
毎
年
改
良
を
加
え
、

配
布
方
法
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。

　

行
政
の
関
連
窓
口
へ
の
常
置
、
地
区

内
全
自
治
会
で
の
回
覧
、
掲
示
板
の
活

用
な
ど
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
や
子
ど
も
施
設
へ
の

掲
示
、
保
育
園
の
園
庭
開
放
日
で
の
配

布
、
主
任
児
童
委
員
の
「
こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
の
際
の
手
渡
し
Ｐ
Ｒ

も
行
っ
て
い
ま
す
。

『
お
母
さ
ん
ひ
ろ
ば
』
と
し
て
の
役
割

 　

子
ど
も
は
思
い
思
い
の
遊
具
で
遊
び
、

当
番
の
委
員
は
子
育
て
の
先
輩
と
し
て
見

守
り
つ
つ
、
親
子
と
自
然
に
接
し
ま
す
。

　

利
用
す
る
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
わ
ず

か
な
時
間
で
も
お
し
ゃ
べ
り
し
、
情
報

交
換
が
で
き
る
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
は
、
ホ

ッ
と
で
き
る
肩
の
こ
ら
な
い
場
所
だ
と

言
い
ま
す
。
「
本
来
は
子
ど
も
の
ひ
ろ

ば
で
す
が
、
お
母
さ
ん
の
ひ
ろ
ば
で
も

あ
る
」
と
言
う
の
は
、
児
童
福
祉
部
会

長
の
藤
崎
さ
ん
。

『
た
と
え
３
分
で
も
５
分
で
も
、
ホ
っ

と
し
た
時
間
を
持
て
る
の
が
い
い
』
と

い
う
お
母
さ
ん
た
ち
の
会
話
を
聞
き
、

何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る

　

ま
た
、
あ
る
母
親
は
同
じ
年
齢
の
子

ど
も
が
近
所
に
い
な
い
の
で
、
子
ど
も

同
士
で
遊
ば
せ
た
い
と
い
う
目
的
で
ス

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

 

茅
ヶ
崎
市
鶴
嶺
東
地
区 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

「
地
域
の
子
ど
も
は
、地
域
で
育
て
て
い
こ
う
」を
合
い
言
葉
に
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地
域
の
子
ど
も
は
、地
域
で
育
て
る
と
い
う
思
い
で
始
め
た『
子
育
て
ひ
ろ
ば・ス
イ
ー
ト
ピ
ー
』は
、茅
ヶ
崎
市
鶴
嶺
東
地
区
民
児
協
・
児
童
福
祉
部
会
が
中

心
と
な
り
、地
区
民
児
協
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。回
を
重
ね
る
ご
と
に
、地
域
に
根
づ
い
て
き
た
同
活
動
に
つ
い
て
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ー
ト
ピ
ー
に
来
て

い
ま
し
た
。

　

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
で
、

い
つ
も
若
い
お
母
さ

ん
た
ち
に
寄
り
添
っ

て
お
話
を
聞
い
て
い

る
、
主
任
児
童
委
員

の
高
橋
さ
ん
と
村
上

さ
ん
は
、
「
泣
い
て

ば
か
り
だ
っ
た
子
が
、
い
つ
の
間
に
か
周

囲
の
子
へ
の
気
配
り
や
共
感
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
子
ど
も
の
成
長
を
一
緒
に
感

じ
、
そ
の
姿
に
感
動
す
る
」
と
口
を
そ
ろ

え
て
活
動
の
魅
力
を
語
っ
て
い
ま
す
。

児
童
委
員
が
運
営
す
る
意
味
と
は

　

児
童
委
員
が
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
を
運
営

す
る
こ
と
の
強
み
を
「
何
か
あ
っ
た
時
、

相
談
相
手
に
な
れ
る
こ
と
」
と
木
下
会

長
は
言
い
ま
す
。

　

さ
り
気
な
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
『
何

か
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
人

が
い
る
』
、
そ
ん
な
緩
や
か
な
支
援
が
、

子
育
て
へ
の
不
安
を
和
ま
せ
、
お
母
さ

ん
た
ち
の
表
情
を
優
し
く
し
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
下
会
長
の
「
お
母
さ
ん
の

笑
顔
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
何
よ
り
嬉

し
く
、
安
心
す
る
も
の
。
微
笑
ま
し
い

親
子
の
姿
は
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
、
活
性
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
お

話
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

保
育
園
の
全
面
協
力
を
い
た
だ
い
て

　

活
動
場
所
の
多
目
的
室
は
、
保
育
園

と
つ
な
が
る
別
棟
の
１
階
に
あ
り
ま
す
。

 

「
場
所
の
無
償
提
供
、
遊
具
や
マ
ッ

ト
、
絵
本
の
ご
提
供
な
ど
、
全
面
的
な

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
（
木

下
会
長
）

　

ま
た
、
時
折
、
園
長
や
地
域
担
当
の

先
生
が
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
に
顔
を
出
さ

れ
、
不
安
が
あ
る
様
子
の
親
子
に
、
さ

り
気
な
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
、
こ
れ
は
参
加
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
も
心
強
い
支
え
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

取
材
を
終
え
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
親
子
と
出
会
い
、
活
動

を
広
げ
て
い
く
中
で
、
「
子
育
て
の
不

安
や
心
配
な
ど
で
、
一
人
悩
ん
で
い
る

人
を
見
逃
さ
な
い
」
と
い
う
児
童
委
員

の
役
割
、
使
命
を
見
失
わ
ず
、
地
域
の

関
係
者
の
方
々
と
一

緒
に
子
ど
も
の
成
長

を
見
守
っ
て
い
る
地

区
民
児
協
の
皆
さ
ん

の
姿
に
、
学
ぶ
こ
と

の
多
い
取
材
で
し
た
。

広
報
委
員
〈
石
坂
和
香
、

菅
谷
美
千
江
〉

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
チ
ラ
シ
。

開
設
当
初（
上
）と
最
新
版

（
下
）。目
を
引
く
写
真
や

案
内
図
を
入
れ
た
レ
イ
ア

ウ
ト
に
。

「県民児協だより」では、地域の活動事例等を紹介する寄稿や、取材依頼などを募集していますので、ぜひ情報をお寄せください。

＊ アクションプラン：全民児連では地域住民とともに具体的な子育て支援活動の展開をめざして、平成16年度に「全国児童委員活動強化推進方策　第2次アクション
プラン」を示し、その具体的なメニューのひとつに子育てサロン（ひろば、つどいの広場）を取り上げています。

元東京都市大学教授
山岸 道子さん

 

 

写真右上：多目的室の外観
写真右下：手作りの看板
写真左上： 子どもの成長を写真に。プレゼントし

ています。
写真左下： 受付名簿。参加者は名前、住所を記

入します。

スイートピーの様子。壁面に帰りの際
にプレゼントする写真が飾られている

地区会長、児童福祉部会のメンバーと取材の広報委員
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市町村 活　動　内　容 市町村 活　動　内　容

横須賀市

横須賀市民生委員児童委員大会を 5／22（金）に開催。市内委
員が一同に会し、関係行政機関を中心に、地域の関係団体・関係
者や委員相互の連携強化を図ることを目的として実施。第1部は
式典、第 2 部は講演。

座間市
各地区区域内の自治会長、地区社協会長等への挨拶まわり。地
区民児協広報紙の作成、支援者名簿の整理、区域内世帯数の確認。
（一部民児協のみ）

平塚市
街頭キャンペーンを 5／12（火）に実施。リーフレットを入れた
ポケットティッシュ1500 個を配付。この日にあわせて作成した
のぼり旗をもち、腕章を着けて民児協の周知につとめた。

綾瀬市

5／12 ～18 の間、市役所1階市民ホールでパネル展を開
催。委員が来場者に説明を行い、アンケートを実施（117名回
答）。また、市広報でのＰＲの他、今年はパネル展の開催を市内
129ヶ所に設置された自治会広報用掲示板にて周知した

鎌倉市 『広報かまくら』5月1日号に、民生委員児童委員の活動について掲載。 愛川町
5／12～18 の間、役場本庁舎1階ロビーに展示コーナーを設
置し、民生委員児童委員と主任児童委員の活動を紹介。啓発関
係資料・パンフレット等の設置。

藤沢市
街頭キャンペーンを 5／10日（日）に実施。3 駅で 6000 個の
リーフレット入りのポケットティッシュを計119 名の委員が配布。
子育て世帯には主任児童委員リーフレットをあわせて配布。

葉山町「広報はやま」5月号に民生委員児童委員の日に関する記事を掲載。

小田原市 各地区の民生委員の連絡先などを掲載したチラシ作成し、回覧し
たほか、委員の訪問活動時に配布。（希望地区のみ） 寒川町

5／12～18 の間、寒川町役場正面玄関入口に各地区民児協の
のぼり旗を立てＰＲを行った。75歳以上の高齢者宅を訪問し、
緊急用の連絡先等を記載したリーフレットを配布した。

茅ヶ崎市 街頭キャンペーンを 5／15（金）に実施。啓発用グッズ（リーフレッ
トを入れたポケットティッシュ）を2000 個配布した。 大磯町

各委員が 75歳以上の高齢者宅を訪問し、民児協で作成した緊
急連絡先を記載したリーフレットを配布した。また、大磯町役場
1階ロビーにパネル展示（委員紹介、活動内容等）を行った。

逗子市 活動強化週間にあわせて、自治会・町内会等にパンフレット、Ｐ
Ｒカードを配付して、民生委員児童委員活動の周知を行った。 二宮町

小学1年生の下校に付添い、見守りを実施。「未来につなげよう
民生委員意見交換会」と題し、地区別に分かれ今後の二宮町の
民生委員のあり方について意見交換を行った。

秦野市

5／8 ～14 の間、本町公民館にて委員の活動写真等の掲示を
実施し、資料・パンフレットの配布を委員 25 名で行った。また、
5／14 にイオン秦野店の協力のもと、店舗前で街頭キャンペー
ンを実施。

中井町 担当地区ごとに啓発用グッズ（PRカードを入れたポケットティッ
シュ）を配布して、民生委員活動の周知をはかった。

厚木市
各地区民児協で訪問活動の強化。ＰＲカードを配布。地区広報紙
に民生委員の周知記事の掲載のほか、市広報にも民生委員の日に
関する記事を掲載。

松田町

定例会で地域部会毎に、ＫＪ法（＊）を用いて、民生委員児童委
員として抱えている問題点をテーマにグループワークを実施。各
地区の行事等に参加しＰＲした他、児童の登下校時の安全パト
ロールを実施、危険個所等の要望を伝えた。

大和市

5／9、10 開催の市民まつりで市民児協名入り消せるボールペ
ンとパンフレット2000 組を配布。5／12～18まで市本庁舎
でパネル展示を実施、委員が来場者の質問に対応。市広報でパネ
ル展を案内した他、ＦＭやまとやタウン紙で紹介された。

山北町
担当地区ごとに委員がＰＲカードや啓発紙を区域内の全戸に配布
しながら、世帯調査をあわせて行い、昼間独居老人や介護認定
等の要援護者の把握につとめた。

伊勢原市 特にイベントは行わないが、本来の活動である見守りを重視し、
活動強化週間中に各委員が把握している全家庭を訪問している。 開成町

各自治会組長会議等への出席の際にパンフレット配布し、民児協
活動をＰＲ。町のホームページに民生委員児童委員の活動内容や
名簿を掲載し、住民への周知を図った。

海老名市

5／ 18～22の間、市役所エントランスホールに　てパネル展示
を開催。会場に相談コーナーとふれあい談話コーナーを設置し、啓
発グッズを配布。市のインターネット放送局で「あなたの身近な相
談役」放映された他、市広報等でＰＲした。

湯河原町 強化週間にあわせて、各委員が担当区域内の避難行動要支援者
宅をすべて訪問し、再調査を行った。

宅
を
訪
問
、
再
調
査
を
行
っ
た
（
湯
河

原
町
）
等
、
個
々
の
目
的
に
応
じ
、
具

体
的
な
方
法
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
児
協
の
定
例
会
等
の
機
会
に
、
日

頃
の
活
動
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
機

会
を
設
け
る
等
、
委
員
同
士
の
研
修
会

や
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
同
じ
民
児
協
の
な
か

で
共
通
理
解
を
深
め
た
い
内
容
を
研
修

の
課
題
に
お
く
こ
と
で
す
。
自
分
た
ち
の

活
動
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

「
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
抱
え

て
い
る
問
題
点
」
を
テ
ー
マ
に
Ｋ
Ｊ
法

に
よ
り
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た

（
松
田
町
）
等
、
課
題
の
共
有
化
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
研
修
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

活
動
強
化
週
間
の
取
り
組
み
は
、

「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」
「
予
算
が

な
い
」
等
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
新
た

な
発
想
や
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
、
と
い
う

思
い
か
ら
本
特
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
、
本
会
で
は
民
生
委
員

制
度
創
設
100
年
に
む
け
た
取
り
組
み
を

考
え
る
実
行
委
員
会
の
準
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
市
町
村
、
関
係
機
関
等
と

「
100
周
年
」
を
重
層
的
に
発
信
す
る
こ

と
が
民
生
委
員
活
動
の
一
層
の
発
展
の

た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

部
屋
代
が
１
日
あ
た
り
２
千
円
と
す
れ

ば
１
ヶ
月
で
10
万
２
千
円
で
す
。
こ
れ

に
２
割
負
担
の
利
用
料
を
加
え
る
と

１
５
万
円
く
ら
い
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
で
も
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
該
当

し
ま
す
。

相
談
さ
れ
た
際
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

　

と
に
か
く
民
生
委
員
は
抱
え
込
ま

な
い
、
費
用
の
相
談
も
勿
論
で
す
が
、

「
あ
の
人
、
大
丈
夫
か
し
ら
？
」
と
不

安
が
あ
る
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、

一
人
で
問
題
を
抱
え
込
ま
ず
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
専
門
職
に
つ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

専
門
職
を
活
用
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

民
生
委
員
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
地
域

ケ
ア
会
議
の
開
催
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
民
生
委
員
が
メ
ン
バ
ー
に
入
っ

て
い
る
地
域
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

消
極
的
な
地
域
は
「
も
っ
と
開
催
し
て

く
だ
さ
い
！
」
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
ケ
ア
会
議
の
目
的
は
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で
す
。
困
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
等
を
検
討
す
れ
ば
、
具
体

的
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
す
。
会
議

を
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

専
門
家
ば
か
り
で
発
言
し
に
く
い
…

と
い
う
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

遠
慮
せ
ず
に
質
問
し
て
く
だ
さ
い
。
民

生
委
員
を
知
ら
な
い
専
門
職
も
沢
山
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て
伝

え
、
相
互
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

取り組んだ
80％

取り組ま
なかった
20％

改正のポイント

      介護保険
改正のポイント

　高齢者や家族からの相談等
を受ける民生委員にとって、今
回の改正で注目しておく点に
ついて、「居宅支援事業所サ
ポートあやせ」の梅田滋さん
にポイントを伺いました。

な
ぜ
改
正
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

　

介
護
保
険
制
度
は
、
３
年
毎
に
制
度

改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
を
背
景
に
、
介
護
保

険
給
付
の
急
増
が
見
込
ま
れ
、
で
き
る

だ
け
給
付
者
の
増
加
を
抑
え
、
要
介
護

度
を
あ
げ
な
い
、
所
得
格
差
の
不
公
平

を
是
正
す
る
意
味
合
い
が
強
い
改
正
と

な
り
ま
し
た
。

利
用
者
か
ら
見
た
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
？

　

住
民
か
ら
相
談
を
受
け
る
民
生
委
員

の
方
に
と
っ
て
、
注
目
し
て
お
き
た
い

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
５
つ
で
す
。
（
表
）

　

今
回
の
改
正
の
目
玉
は
、
団
塊
の
世

代
が
75
歳
に
な
る
二
〇
二
五
年
を
目
標

に
、
医
療
と
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
、
見
守
り
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
元
的
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
行
う
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
。

　

中
で
も
今
後
、
増
加
す
る
認
知
症
高

齢
者
等
の
生
活
を
地
域
で
支
え
る
た
め
、

地
域
の
自
主
性
や
自
発
性
に
基
づ
き
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
地
域
包
括
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
負
担
増
は
ど
れ
く
ら
い
？

　

こ
れ
ま
で
利
用
者
負
担
は
原
則
１
割

で
し
た
が
、
合
計
所
得
１
６
０
万
円
以

上
（
単
身
で
年
金
収
入
の
み
の
場
合

２
８
０
万
円
以
上
）
の
場
合
は
２
割
に

上
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
役
な
み
所
得

相
当
の
人
と
み
な
さ
れ
る
人
で
男
性
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

但
し
、
月
額
上
限
が
あ
り
、
月
額

４
万
４
千
円
以
上
の
場
合
、
差
額
分
は

戻
っ
て
き
ま
す
。

他
に
影
響
が
大
き
い
こ
と
は
？

　

２
割
負
担
よ
り
影
響
が
大
き
い
の
は
、

施
設
入
居
者
の
食
費
・
部
屋
代
補
助
の

縮
小
だ
と
思
い
ま
す
。

　

施
設
入
居
者
が
一
定
額
以
上
（
単
身

で
１
千
万
、
夫
婦
世
帯
で
２
千
万
円
）

の
資
産
保
有
者
の
場
合
、
食
費
・
部
屋

代
の
補
助
給
付
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
低
所
得
の
人
を
除
き
、
食
費
・

部
屋
代
は
利
用
施
設
と
の
契
約
で
す
。

例
え
ば
食
費
が
１
日
あ
た
り
千
４
百
円
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
研
修
の
機
会

　今回、残念ながら紙面の都合で紹介できなかった地域でも、様々な取組みが行われています。
各市町村民児協事務局より回答いただいたアンケート結果を一部加工してご紹介します。

解 説

平成27年度
「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」

取り組み状況

＊KJ法：意見をカードに記述し、カードをグループごとに整序し、問題解決に結びつけていく方法

①地域包括ケアシステムの構築
　  高齢者が住み慣れた地域で生活を継続
できるように、介護、医療、生活支援、
介護予防等のサービスを充実。

② 特養への新規入居を原則「介護度３」以上に
　  　必要性が高い人優先で入居できるよう
に。但し、現在の入居者は退去の必要なし。

③ 全国一律の「予防給付」を市町村の
　地域支援事業へ移行し、多様化
　 　従来の通所介護、訪問介護のうち、要
支援者むけの「予防給付」が市町村事業
へ移管。
　 　地域の裁量でＮＰＯやボランティア等
へ生活支援サービスは委託も可能に。
④保険料負担の公平化
　 　低所得者の保険料軽減は強化、所得
や資産のある利用者の負担は１割から２
割へ
⑤施設入居者の食費・部屋代補助を縮小
　 　一定額以上の資産保有者には食費・
部屋代の補助給付が廃止。ショートステ
イ含む。



第123号平成27年9月15日 県民児協だより

2

第123号 平成27年9月15日県民児協だより

7

啓
発
グ
ッ
ズ
を
渡
せ
な
か
っ
た
住
民
に

「
民
生
委
員
」
の
存
在
に
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　　

市
町
庁
舎
や
公
民
館
等
の
公
共
施
設

に
民
生
委
員
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

や
掲
示
板
、
写
真
等
を
展
示
し
、
担
当

委
員
や
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
通
り
す
が
り
の
人
が

立
ち
止
ま
っ
て
目
に
と
め
る
、
ア
イ
デ

ィ
ア
を
凝
ら
し
た
展
示
で
す
。
地
図
と

顔
写
真
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
主
任
児

童
委
員
の
紹
介
等
、
手
作
り
な
ら
で
は

の
展
示
内
容
が
目
を
引
き
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
パ
ネ
ル
等
は
、
活
動
強

化
週
間
後
も
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
、

　

民
生
委
員
活
動
を
、
ま
ず
、
住
民
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
啓
発
グ
ッ

ズ
（
民
生
委
員
活
動
を
紹
介
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

等
）
を
街
頭
で
配
布
し
ま
し
た
。　

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
駅
前
や
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
等
の
人
通
り
の
多
い
場
所
を

使
い
、
民
生
委
員
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
で
す
。
普
段
は
接
点
の
な
い
住

民
た
ち
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
際
に
、
民

生
委
員
と
名
称
が
入
っ
た
の
ぼ
り
旗

を
立
て
た
り
、
お
揃
い
の
ジ
ャ
ン
バ

ー
や
エ
プ
ロ
ン
等
を
着
用
す
る
こ
と
で
、

年
間
を
通
じ
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
展
示
と
併
せ
て
、
ふ
れ
あ
い
談

話
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
（
海
老
名
市
）
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
（
綾
瀬
市
）
等
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
よ
り
内
容
の
充

実
を
図
る
工
夫
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

行
政
や
社
協
等
が
発
行
す
る
広
報
紙

や
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
い
、
不

特
定
多
数
の
方
に
向
け
て
、
民
生
委
員

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
の
多
数
の
人
た
ち
が
見
る
可
能
性
が
あ

る
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
こ
と
で
す
。
お

金
を
か
け
な
く
て
も
、
協
力
を
働
き
か
け

る
こ
と
で
、
行
政
や
社
協
等
と
一
緒
に
、

番
号
を
騙
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

業
者
が
伝
え
る
電
話
番
号
に
確
認
し
た

ら
必
ず
「
本
物
」
と
答
え
ま
す
。
安
易

に
か
け
な
お
す
こ
と
な
く
、
財
務
局
に

確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
自
分
で
調
べ

た
番
号
に
か
け
て
く
だ
さ
い
。

お
か
し
い
な
？
と
思
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
活
動
を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
述
の
パ
ネ
ル
展
当
日
に
、

取
材
を
受
け
て
タ
ウ
ン
紙
に
も
取
り
上

げ
て
も
ら
っ
た
（
大
和
市
）
、
市
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
で
取
材
さ
れ
た

番
組
「
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
役
」
を

会
場
で
放
映
し
た
（
海
老
名
市
）
等
、

多
様
な
広
報
媒
体
を
活
用
さ
れ
た
地
域

も
あ
り
ま
し
た
。

　

日
々
の
民
生
委
員
活
動
に
基
づ
き
、

そ
の
基
盤
強
化
＋
（
プ
ラ
ス
）
Ｐ
Ｒ
活

動
を
活
動
週
間
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
、

高
齢
者
世
帯
等
の
要
援
護
者
宅
へ
の
個

別
訪
問
や
自
治
会
へ
の
挨
拶
ま
わ
り
、

施
設
・
学
校
訪
問
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た

ち
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
「
何
」
を
「
誰
」
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
か
を
絞
り
、
実
施

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
後
の
民
生
委
員

活
動
に
活
用
で
き
る
情
報
収
集
や
、
地

域
の
キ
ー
マ
ン
と
な
る
人
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
活
動
強
化
週
間
に
あ
わ
せ

て
、
区
域
内
の
自
治
会
長
、
地
区
社
協

会
長
等
へ
の
挨
拶
ま
わ
り
を
行
っ
た

（
座
間
市
）
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
宅

の
訪
問
し
、
民
児
協
で
作
成
し
た
緊
急

用
連
絡
先
等
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

（
大
磯
町
）
、
全
避
難
行
動
要
支
援
者

　

本
年
６
月
に
神
奈
川
県
地
域
福
祉
課

に
配
属
と
な
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
担
当
と
な
っ
た
こ
と
で
、
神
奈
川

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
広
報

委
員
会
の
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
に
入
庁
し
て
か
ら
、
福
祉

関
係
の
仕
事
に
携
わ
る
の
は
初
め
て
で

す
が
、
一
つ
一
つ
確
実
に
知
識
や
経
験

を
身
に
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
担
当
と
な
る
ま
で
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
や
、
そ

の
活
動
に
対
す
る
期
待
が
大
き
く
な
る

中
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
知
ら

な
い
人
や
、
若
い
世
代
に
対
し
て
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
内
容
を
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
広

報
」
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
　
山
口
剛
史

特
集 

民
生
委
員
児
童
委
員
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！

　
　
　
　
〜
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
活
動
強
化
週
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
〜

騙
さ
れ
な
い
で
！ 

危
な
い
投
資
勧
誘

街頭キャンペーンにむけて腕章やのぼり
旗を用意（平塚市）

啓発物品を駅前で手渡す様子（茅ヶ崎市）

委員が交替でパネル展に常駐し、市民に
説明（綾瀬市）

役場本庁舎１Ｆロビーに展示コーナーを
設置（愛川町）

インターネットで「あなたの身近な相談
役」を放送（海老名市）

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
紹
介
・
展
示

行
政
等
の
広
報
を
活
用

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
再
構
築

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

突
然
、
怪
し
い
投
資
詐
欺
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
来
た
ら
？

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
到
着
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
必
ず
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

 

「
権
利
を
譲
っ
て
ほ
し
い
」
「
名
義

だ
け
貸
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
お
金
を

支
払
わ
な
い
内
容
だ
か
ら
と
い
っ
て
安

に
頷
く
と
、
別
の
者
か
ら
、「
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
取
引
だ
」「
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ
」

な
ど
、
様
々
な
脅
迫
め
い
た
言
葉
で
金

銭
を
騙
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。
絶
対
に

関
わ
ら
な
い
で
無
視
し
て
く
だ
さ
い
！

い
ろ
ん
な
所
か
ら

怪
し
い
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
が
？

　

電
話
番
号
や
住
所
な
ど
、
悪
質
業
者

の
間
で
出
回
っ
て
い
る
可
能
性
大
で
す
、

犯
人
は
声
を
録
音
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
い

ま
す
。
留
守
番
電
話
を
徹
底
し
て
い
た

だ
く
か
、
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

よ
り
、
不
審
な
電
話
は
取
ら
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
証
券
会
社
か
ら

勧
誘
が
あ
っ
た
が
？

　

実
在
す
る
証
券
会
社
の
名
前
や
登
録

騙
さ
れ
な
い
で
！ 

�
な
い
投
資
勧
誘 

高
齢
者
を
中
心
に
、
未
公
開
株
や
フ
ァ
ン
ド
等
の
詐
欺

的
な
投
資
勧
誘
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
の
方
の
中
に
は
、
人
の
い
う
こ
と
を
疑
わ
ず
簡

単
に
信
用
し
て
し
ま
い
、
騙
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
か
な
い

事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

高
齢
者
の
方
を
狙
う
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
の
被
害
を

防
ぐ
に
は
、
日
常
的
に
接
し
て
い
る
身
近
な
方
々
が
変
化

に
気
づ
き
、
相
談
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。 
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が
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実
在
す
る
証
券
会
社
の
名
前
や
登
録
番
号
を
騙
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
業
者
が
伝
え
る
電
話
番
号
に
確

認
し
た
ら
必
ず
「
本
物
」
と
答
え
ま
す
。
安
易
に
か
け
な

お
す
こ
と
な
く
、
財
務
局
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
自

分
で
調
べ
た
番
号
に
か
け
て
く
だ
さ
い
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お
か
し
い
な
�
と
�
っ
た
ら
、
�
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
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財務省 関東財務局 
横浜財務事務所　理財課
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相 談 窓 口

編集雑感

　

今
年
も「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」活
動
強
化
週
間
に
あ
わ
せ
て
、各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で「
知
っ
て
も
ら
う
」活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
特
集
で
は
、

各
市
町
村
民
児
協
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、そ
の
実
施
状
況
や
ポ
イ
ン
ト
等
を
報
告
し
ま
す
。

　

高
齢
者
を
中
心
に
、未
公
開
株
や
フ
ァ
ン
ド
等
の
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
の
中
に
は
、人
の
い
う
こ
と
を
疑
わ
ず
簡
単
に
信
用
し
て
し
ま
い
、騙
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
か

な
い
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
を
狙
う
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、日
常
的
に
接
し
て
い
る
身
近
な
方
々
が

変
化
に
気
づ
き
、相
談
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
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第123号平成27年9月15日 県民児協だより

　秦野市の人口は本年3月末
で、約16.3万人で年々若干減少
する中、高齢化は著しく、1.5ポ
イント程度上昇し続け、現在
25.76％となっております。
　当市民児協では、ひとり暮ら
し高齢者、高齢世帯、障がい者
等の方々を対象として、緊急事
態が発生した場合に役立てる
ため、「もしものときの『安心
カード』」の設置を8年程前か
ら取り組んでまいりましたが、
昨年度より地域援護部会で書
式の見直しを行い、より有効
活用ができるよう市消防署（救
急）などと調整をはかり、本年
4月から5月にかけ民生委員児
童委員が登録者を主に、およそ
8千人の家庭を訪問し、カード
の切り替え、あるいは新たな設
置を行いました。
　特に今回は、秦野市でカード
設置の場所を示すシールを印
刷し、ご家庭の目立つところに
貼っていただくことといたしま
した。

　初声地区の研修として、子ど
もの人格と個性を尊重し、豊か
で広い知識・教養を身に着け
自立した社会人として地域生
活が送れるよう支援する目的で
1948年に澤田美喜氏により創
立された児童養護施設エリザベ
ス・サンダース・ホームを視察し
ました。
　大磯駅前の高台約1万坪の敷
地に、2歳から18歳までの子ど
もたちが生活している児童養護
施設、男女共学の小中一貫教育
の聖ステバノ学園と澤田美喜
氏が収集した隠れキリシタン遺
物記念館・礼拝堂などがありま
す。
　子どもたちの自立を願い、生
活習慣・経済面の教育に力を入
れて、退所後のアフターケアに
も取り組まれています。
　また身寄りがない退所者が
利用できる納骨堂を記念館内の
礼拝堂に備えてありました。
　子どもを社会の差別から守り
たい思いと信仰心で、二千人以
上の子どもを社会に送り出して
きた澤田美喜氏の精神が、戦後
70年の今も、めんめんと受け継
がれていることに感銘を受けま
した。

　中井町民児協は、月一回の
定例会、三部会からなる専門部
会、そして地区毎に1～2ヶ月に
一回行う地区会と、3つの活動
があります。
　地区会は、近接した委員相互
が協力し、その地域ならではの
問題や課題等を出しあう話し
合いの場として、大きな役割を
持っています。　
　その中の1つに、3地区会が
定期的に行っている自治会連
合会との連絡会があります。7
月に行われた連絡会では和や
かな雰囲気の中、地域課題の
共有や解決に向けた話し合い
を行いました。日々の見守り
や災害時要援護者の対応等、
各々の自治会と民生委員児童
委員相互の連携・協働による取
り組みの大切さを再認識する
ことができました。
　『たすけあい・ささえあい・
みとめあい』のスローガンの
中、地域の皆さんと一緒に民生
委員活動を進め、充実した支
援活動につなげていきたいと
思っています。

通 信 員 だ よ り

〈もしものときの安心カード〉
改訂への取り組み

エリザベス・サンダース・
　　　　　ホームを訪ねて 　 『地区会』活動

通信員　原　逸夫 通信員　飯塚　廣子 通信員　大原　すずか

も
し
も
の
と
き
の
『
安
心
カ
ー
ド
』

自治会連合会との連絡会の様子

澤田美喜記念館（月曜休館、入館料一般500円）

秦　 野　 市 三　浦　市 中　 井　 町

　南足柄市民児協では、就学前の子どもと親が
1日楽しく過ごせる「なかよしフェスタ」を平成22年度
から開催しています。会場では民生委員・児童委員
が、お揃いの赤いエプロンと自治会名の入った名札
をつけ、身近な地域の相談相手として、民生委員・
児童委員の存在を若い世代の方などにも知ってい
ただくようＰＲしています。

◆特集　民生委員児童委員を知ってもらいたい！
 　　　　　　　　　～「民生委員・児童委員の日」活動強化週間をふりかえって～
●活動研究レポート『地域の子どもは、地域で育てていこう』を合い言葉に（茅ヶ崎市鶴嶺東地区民児恊）
●解説 介護保険制度改正のポイント　●ＮＥＷ＆インフォメーション 騙されないで危ない投資勧誘

　今年は6月6日に開催し、ほのぼのふれあいコー
ナー、あそびのコーナー（あそんでみよう、つくって
みよう）・けんこうコーナー・子育て情報コーナー、
人形劇やおはなし会・親子体操・歌とお話デュオ等
が行われ、600人を超える参加がありました。毎年楽
しみにしている親子も増え、定着しつつある行事に
なっています。

（南足柄市民生委員児童委員協議会）
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